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酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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関連した知財

共同研究者 飯田孝彦、小沼ルミ（環境技術グループ）、瓦田研介（ロボット事業推進部）

：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い

特許出願中

図 酵素分解イオン液体法の概要

収納扉を
開ける

指定の食器を
取り出す

収納扉を
閉じる

人間工学に配慮した使い易い食器棚の設計指針の提案

① 使用性に配慮して食器棚を設計する際、拠り所となる設計指針（ガイドライン）を作成する

② 設計指針（ガイドライン）や収納動作の解析結果に基づく、使用性を向上させる機能を考案する

研究目的

○ 福岡県内の家具製造業出荷額はピーク時の に低迷し、新しいｺﾝｾﾌﾟﾄの商品が必要な状況

○ 市販の食器棚は、人間工学的手法を用いて客観的に使用性に配慮して設計されたものが皆無

○ 一般家庭における食器棚の使用実態を調査した結果、狭いキッチン空間で使用されている食器棚を確認

研究背景と課題

福岡県工業技術センター インテリア研究所 石川弘之、友延憲幸

研究内容と成果

○収納動作実験の概要
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図 実験用食器棚

動作
終了後

ビデオカメラで動作を連続撮影

○主観評価項目（4項目）
・食器の取り出し易さ
・扉の開け易さ
・食器の見え易さ
・取り出す姿勢の負担度

1点 2点 3点 4点 5点
4点

・収納箇所の扉や高さ、動作空間を変更できる実験用食器棚を製作し実験に使用
・被験者は実験用食器棚から指定の食器を出し入れする、・各条件の収納について主観評価と動作をカメラ撮影

○各条件の使用性についての評価値を算出

表 ｽﾗｲﾄﾞ戸における各高さ条件における
食器棚の使用性（一例）

収
納

高

開口部高

ｽﾗｲﾄﾞ戸 収納高 開口部高 の条件の評価：△

○
評価値 点以上

△
評価値 点未満

×
評価値 点未満

○設計指針（ガイドライン）

○収納動作の特徴的な動きを抽出
（狭いキッチン空間を想定した条件で見られた特徴的な動作の例）

図 主観評価表
図 収納動作の様子

実験用食器棚について

・収納高：110～1310mm
・開口部高：110～410mm
・動作空間：600～900mm
・扉：開き戸、引き違い戸、

スライド戸
・食器の位置：4箇所（前側上

前側下、奥側上、奥側下）

全ての組み合わせの計720条件

図 空間距離 ｽﾗｲﾄﾞ戸 収納高 開口
部高 における収納動作

・水平方向に
可動する棚板

引・開：
210mm
以上

・食器を一時置きできるスペース確保

・使用頻度が高い食器を
集中収納可能な収納を確保

・開口部高
スライド戸：210mm以内
※側板が上下する機能

引違い戸・開き戸：310mm以上

ス：210mm以内

引・開：310mm以上

・引違い戸・開き戸は採用しない

・開口部高
スライド戸：310mm以上
※前板の上部が可倒する機能

ス：310mm
以上

開：400mm以
内

ス：210mm
以内

開：400mm以内

開：400mm以内

開：400mm以内
・引き違い戸
は枚数を増
やし、全開時
の開口面積
を拡大

・スライド戸は採用しない

・開口部高：210mm以上

○特徴を考慮し使用性を向上させる機能の一例

図 側方からの食器の出し入れをし易くする機能の提案

研究成果の企業への展開

①：収納動作を検証して考案された機能は、新製品
のコンセプト立案時に参考となり得る

① ② ② ②

②：ガイドラインは、設計段階での使用性を考慮し
て設計寸法等を決定する際に拠り所となり得る

コンセプト
検討

設計
（図面作成）

試作・評価

市場動向
調査 経験則に基づく設計値参考

改良・市販
モデル製作

展示会出展
評価 市販化

側方にまわりこんで
食器を取り出す

スライド戸を開ける スライド戸を閉める

①スライド戸を開ける
側板がないため、側方からの
食器の出し入れがし易い

②前板を開ける
前板が開くため、更に開口部が
拡大し、側方からの食器の
出し入れがし易い


